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こ
れ
ま
で
土
木
建
設
行
政
を

通
し
て
市
民
の
「
安
心
・
安
全
」
に

取
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
公
民
館

で
の
勤
務
は
初
め
て
の
経
験
と
な

り
ま
す
。

　

一
日
で
も
早
く
公
民
館
の
業
務

に
精
通
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の

皆
さ
ま
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
な
が

ら
、
公
民
館
事
業
が
皆
さ
ま
の

文
化
活
動
や
生
涯
学
習
の
一
助
と

な
る
よ
う
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
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潟
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須
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プロフィール
・
生
ま
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秋
葉
区（
旧
新
津
市
）61
歳

・
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格―
几
帳
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・
趣　
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歩

・
好
き
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言
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万
象
に
天

　

 

意
を
覚
る
者
は
幸
い
な
り

　

 

人
類
の
為　

国
の
為

にいがたボケ１
スリッパ卓球大会

男の料理教室 part5

はじめての押し花教室

語り継ぐ小須戸の文化

世代間交流事業

新津南高校学校開放講座

冬でも花いっぱい運動

家庭教育力アップ講座

おはよう朝ごはん料理講習会

おいしい楽しい小須戸お花塾

やってみよう科学実験

夏に負けない　スポーツ体験

ディキャンプ

もちつき＆ニュースポーツ体験

夏休み勉強部屋オアシス

高齢者生きがい講座

プチ書道教室

素敵な年の重ねかた part2

楽しく健康フィットネス

体験！ニュースポーツ入門

小須戸地区市民展

小須戸地区芸能祭

小須戸地区囲碁・将棋大会

こすど地区公民館報の発行

スリッパ卓球による新潟県大会（競技７種目）

押し花を通じた仲間づくり

地域の魅力を再発見する

花の植栽作業による学校・地域団体の連携強化

長期の休みを利用した子どもの体験学習

小中高校生を対象とした夏休み期間中の勉強部屋

ゆるやかな運動、体操で健康の維持と増進。仲間作り

三世代で様々なスポーツに挑戦

地域住民による作品展示

地域住民による芸能発表会

参加者の技術向上と囲碁・将棋の交流を図る。

公民館や地域の明るい話題や情報を紹介

調理の楽しさを広げるとともに、調理活動を
通して仲間づくりにつなげる

祖父母と孫で伝統行事を学び共通の体験をす
る（門松づくり）

土曜日開催、新津南高校で教諭による教養
講座と実技指導

園児の保護者を対象にした家庭教育向上の
講演会及び子育て情報交換

科学実験を通じて子どもたちが自ら考え創造
する力を育む

夏休み期間中，学童のひまわり児童を対象に，狭い
館から出て体を動かすスポーツ体験を実施する

子どもたちが様々な体験を通じて創造力や自立心、
他人との信頼関係を築くための協調性を養う

高齢者が元気で社会と関わりをもつように
促すとともに、生きがいを持てるようにする

社会生活において筆を使う場面は少なくない。
ビジネスマナーの一環として書道を学ぶ

これからもずっと輝いているための身体、心、
生活の整え方を学ぶ

子どもたちの基本的生活習慣の形成と地域・家庭
の教育力の向上及び地域住民が連携して実施する

「花と緑のまち小須戸」ならではのお花を使った「花育」と、
おやつ作りを通した「食育」を小学生と親または祖父母で学ぶ
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1. 地域コミュニティ
活動の活性化を支援
する事業

2. 学・社・民の融合に
よる人づくり、地域
づくりを推進する事業

4. 青少年の生きる力
を育む事業

5. 高齢者の学習や社会
参加を支援する事業

6. 現代的課題を探り、
解決を支援する事業

7. その他

3. 家庭の教育力の向
上を支援する事業

重点化項目 事業名№ 事業の目的・主旨 実施予定月

※詳細については、随時公民館報などでお知らせします。

平成31年度 事業計画年度 事業計画

公
民
館
職
員　
　

桑
原  

秀
幸

  

こ
の
度
、
小
須
戸
公
民
館
に
異
動
と

な
り
ま
し
た
桑
原
で
す
。

 
 

公
民
館
業
務
に
携
わ
る
の
は
初
め
て
で
す
の
で
、
よ
り
良
い
公
民
館

事
業
が
で
き
る
よ
う
、
何
卒
ご
教
示
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

前
公
民
館
長　
　

島
倉  

孝
司　

 
 

一
年
と
い
う
大
変
短
い
期
間

で
す
が
皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。

 
 

私
に
と
っ
て
は
、
初
め
て
の

公
民
館
、
初
め
て
の
小
須
戸
地
区

勤
務
で
、
不
安
の
中
の
務
め
で
し

た
が
、頼
り
に
な
る
ス
タ
ッ
フ
や
、

何
よ
り
公
民
館
事
業
に
協
力
的
な
、

文
化
協
会
・
コ
ミ
協
を
は
じ
め

温
か
い
地
域
の
人
々
の
助
け
で
、

い
ろ
ん
な
人
と
出
会
い
、
楽
し
い

経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
と
て
も

充
実
し
た
日
々
で
し
た
。

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、
皆
様
の
益
々
の
ご
活
躍
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

前
公
民
館
職
員　

簑
和　

  

均

　

役
所
生
活
最
後
の
３
年
間
を

公
民
館
で
働
か
せ
て
い
た
だ
き

本
当
に
幸
せ
で
し
た
。
出
会
い
と

別
れ
の
連
続
で
し
た
が
貴
重
な

時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

  

地
域
の
皆
様
、
関
わ
っ
て
い
た

だ
い
た
皆
様
、
大
変
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
公
民

館
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

職
員
交
替

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

　第10回にいがたボケ１スリッパ卓球大会が、３月３日（日）、小須戸体育館で

開催されました。

　今年も県内外より、昨年同様100人を超える106人の参加がありました。和気

あいあいの中にも７種目に手に汗にぎる熱戦が繰り広げられました。

　大会の結果は次のとおりです。

今年も白熱の戦い今年も白熱の戦い、県外からも参加県外からも参加者！者！今年も白熱の戦い、県外からも参加者！

今年も団五郎と古町が
応援に来てくれました
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２
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３
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３
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決勝戦は浴衣を着て
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　第42回日本ボケ展が３月１日
から10日まで「うららこすど」
を会場に開催されました。
　日本一の規模を誇るこのボケ
展は、期間中、約15,000鉢もの
ボケの花が展示・販売され、
会場いっぱいに春の香りが漂っ
ていました。
　また、日本ボケ協会員と
県内外のアマチュア愛好家に
よる合同作品展も同時開催され、
全国から約４万人の方が訪れて
大変賑いました。

どなたでもどうぞ！どなたでもどうぞ！
わくわくドキドキわくわくドキドキ

絵本絵本の読み聞かせ読み聞かせと語り語りの時間時間

どなたでもどうぞ！
わくわくドキドキ

絵本の読み聞かせと語りの時間

「おはなしのせかいへ」

　新津図書館共通の読み聞かせカードのスタンプを貯めて、プレゼントを

受け取りませんか？ 

    小須戸まちづくりセンター１階保育室 ※申込不要、直接会場へ。 

    毎月第３土曜  午前１０：３０～１１：００ 

                ※７月と12月は秘密のプレゼントあり

　　　　　　　　・2019年 4/20・5/18・6/15・7/20　※こわいおはなし会

　　　　　　　　・8/17・9/21・ 10/19・11/16・12/21　※クリスマス会

　　　　　　　　・2020年 1/18・2/15・3/21

　　　　　　　　【新津図書館主催　　　読み手：おはなしぽけっと】   

第1010回スリッパ卓球大会結果報告回スリッパ卓球大会結果報告第10回スリッパ卓球大会結果報告

日本ボケ展が日本ボケ展が
   開催されました   開催されました
日本ボケ展が
   開催されました

発 行 小須戸地区公民館
〒956-0101
新潟市秋葉区小須戸120番地5
ＴＥＬ
ＦＡＸ
 E-mail kosudo.co@city.niigata.lg.jp

(0250)25－5715
(0250)38－5210

編 集 公民館報編集委員会



  昨年度から運行を開始した住民バス社会実験には、たくさんの地域住民

の皆様からご利用いただきありがとうございます。利用された方からは

「買い物や通院に欠かせない」「中学生の冬期間の通学に大変便利」「ぜひ、

住民バスを継続運行してほしい」など応援の声が広まっています。

  ４月以降は昼間１往復の運行となります。（鎌倉神明宮発8:55→小須戸

出張所前着9:35、小須戸出張所前発10:50→鎌倉神明宮着11:33

※詳細は「山の手ふれあい号バスだより」３月15日付参照）12月からは中学

生の通学にも利用していただけるよう

増便します。ぜひ皆さんでご利用くだ

さい。

　９月末までに 1便あたり11人以上の

乗車があれば、今後の住民バス運行の

継続が検討されます。今後の生活交通

を確保するためにも住民バスのご利用

をよろしくお願いします。

   

山
の
手
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

小
須
戸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

みんなで乗ろう！
「山の手ふれあい号」

「奈良･町家の芸術祭はならぁと｣
実践報告会が開催されました

  ３月26日（火）午後７時からまちづくりセンターにおいて、奈良・町家の

芸術祭はならぁと実行委員会 事務局長 吉村耕治様の実践報告会が行われ

ました。

　奈良県で空き家を探し掃除をして、芸術祭の会場として活用し、その後

は移住希望者に繋ぎ、町家の利活用に結び付ける仕組みづくりについて

有意義なお話を聴くことができました。
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と
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す
な
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野
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井

都
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会
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こ
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浄　
　
　

栄

き
ら
き
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と
光
る
さ
ざ
波
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の
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保

科

志

枝

咲
き
誇
る
花
に
笑
顔
の
ボ
ケ
展
示　
　
　
　

能
登
と
し
お

使
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
予
算
も
あ
る
役
所　

  　

渡

辺

信

子

学
問
の
天
神
さ
ま
を
お
祈
り
し　
　
　
　
　

奉　

和　

崇

防
災
を
Ｕ
Ｓ
Ａ
で
か
み
砕
く

　

子
供
の
パ
ワ
ー
に
驚
か
さ
れ
ぬ　
　

    

榎

本

和

代

粒
餡
の
よ
も
ぎ
の
草
餅
「
美
味
」
の
と

　

食
み
し
亡
姑
思
う
季
節
も
近
し　
　
　
　

高

橋

キ

ヨ

畳
替
え
若
竹
色
の
美
し
く

　

部
屋
い
っ
ぱ
い
に
藺
草
の
か
ほ
り　
　
　

玲　
　
　

泉

友
来
た
る
腕
に
水
仙
抱
え
居
り

　

春
陽
纏
い
て
頬
笑
も
連
れ　
　
　
　
　
　

久
保
み
ね
子

ひ
な
ま
つ
り
あ
の
日
あ
の
時
あ
の
こ
ろ
の

　

思
い
め
ぐ
り
て
今
部
屋
に
い
る　
　
　
　

吉
田
マ
ツ
エ

コ
ー
コ
ー
と
白
鳥
の
群
れ
鳴
き
交
わ
し

　

北
へ
と
帰
る
何
故
か
胸
せ
ま
り　
　
　
　

こ　

み　

け

〈春〉〈自由吟〉
川  柳短　歌 俳　　　　　句

は
る

ま
と

ほ
ほ
え
み

ひ

ぐ
さ

は

へ

や

い
ま

い

つ
ぶ
あ
ん

な
き
は
は

う
ん
め

み
ず
ぬ
る

も
く

り
ょ
う

ぎ
ょ

じ

よ

み

き

か
れ

や
ま

こ
う

こ
う

ば
ん

ぶ
つ

い
き

と

う
ら

つ
ま

し
ゃ
ち
ほ
こ

か
ら
す

み
ず

あ
か
ね

ぬ
る

し
ゅ
ん
ら
い

　
　

題
材
は
自
由
（
お
一
人
一
句
ま
た
は
一
首
）。住
所
、氏
名
（
ペ
ン
ネ
ー

　

ム
可
）、電
話
番
号
を
明
記
し
、
４
月
22
日（
月
）ま
で
に
小
須
戸
地
区
公

　

民
館
へ
。
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昨
年
11
月
に
就
任
し
た
中
原
市

長
と
秋
葉
区
自
治
協
議
会
と
の

懇
談
会
が
２
月
27
日

（水）
、
小
須
戸

地
区
ふ
れ
あ
い
会
館
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

市
長
か
ら
２
０
１
９
年
度
新
潟

市
の
取
り
組
み
を
説
明
し
た
後
、

地
元
山
の
手
コ
ミ
協
の
横
山
会
長

か
ら
「
ふ
れ
あ
い
夏
祭
り
」
な
ど

の
活
動
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
自
治
協
委
員
か
ら
各

部
会
の
取
組
み
や
所
属
団
体
で
の

活
動
な
ど
秋
葉
区
の
魅
力
、
自
慢

を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

市
長
か
ら
は
、「
貴
重
な
ご
報
告

や
ご
意
見
を
聞
か
せ
て
も
ら
い
あ

り
が
た
か
っ
た
」「
秋
葉
区
は
素
晴

ら
し
い
活
動
を
し
て
い
る
。
地
域

の
中
に
お
け
る
子
育
て
、
安
心
安

全
、
福
祉
、
教
育
の
向
上
に
役
立
っ

て
い
る
」
と
い
う
感
想
が
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。
こ
の
日
の
市
長
と
の

懇
談
会
は
秋
葉
区
自
治
協
が
市
内

８
自
治
協
の
ト
ッ
プ
を
切
っ
て
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

毎
月
２
回
皆
で
楽
し
く
歌
う
会

「
歌
い
ま
せ
ん
科
」
に
、「
わ
か
ば

園
」
の
方
か
ら
「
楽
し
い
歌
を
聞

か
せ
て
く
だ
さ
い
」
と
の
依
頼
が

あ
り
ま
し
た
。
皆
で
相
談
の
結
果
、

楽
し
く
歌
う
事
で
お
引
き
受
け
し

ま
し
た
。
上
手
に
歌
う
事
は
出
来

ま
せ
ん
が
、
平
均
年
齢
80
歳
は
超

え
て
い
る
の
で
は
？
と
思
わ
れ
る

16
人
の
会
員
が
歌
っ
て
来
ま
し
た
。

　

「
赤
と
ん
ぼ
」「
汽
車
ポ
ッ
ポ
」

懐
か
し
い
歌
を
精
一
杯
歌
っ
て
来

ま
し
た
。
入
所
者
の
方
々
も
１
曲

歌
う
度
に
大
き
い
口
、
大
き
い
声

で
一
緒
に
歌
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
帰
り
に
は
皆
さ
ん
で
握
手
し

て
、
ハ
グ
も
し
て
「
ま
た
来
て
く

だ
さ
い
ね
」
の
声
で
見
送
っ
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
入
所
者
の
方
々

の
笑
顔
か
ら
私
達
も
元
気
を
も
ら

い
ま
し
た
。
又
、「
何
歳
に
な
っ
て

も
他
の
人
達
を
笑
顔
に
で
き
る
」

そ
ん
な
不
思
議
な
、
素
敵
な
力
が

私
に
も
あ
る
事
に
自
信
を
つ
け
て

帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

「
初
め
て
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

（
小
須
戸
）

小
林
芳
子
さ
ん

市
長
と
自
治
協
と
の
懇
談
会
開
催

市
長
と
自
治
協
と
の
懇
談
会
開
催

市
長
と
自
治
協
と
の
懇
談
会
開
催

小須戸地区図書室新刊案内

【一般書】
・ミドリ薬品漢方堂のまいにち
　漢方　　　　　　　（櫻井大典）
・最新！赤ちゃんの病気新百科
　　　　　　  （横田俊一郎／監）
・しなくていいがまん（小林麻耶）
・すぐ死ぬんだから  （内館牧子）
・ほどなく、お別れです
                   （長月天音）
・昨日がなければ明日もない
                 （宮部みゆき）
【児童書】　
・わけあって絶滅しました。
                   （丸山貴史）
・おはなしろうそく32
        （東京子ども図書館／編）
・風と行く者      （上橋菜穂子）
・地底旅行（ジュール・ヴェルヌ）
・おべんとうめしあがれ
         （視覚デザイン研究所）
・おやさいめしあがれ
         （視覚デザイン研究所）
・くだものぱくっ    （彦坂有紀）

雪の降り積もる中、
　　生徒を乗せて中学校へ

小須戸コミ協のホームページを
開設しました。
コミ協とまちづくりセンターの
活動情報やイベント、広報紙な
どを随時更新していきます。
ぜひのぞいてみてください。
ホームページアドレス　
https://kosudo.jp/

検索小須戸コミ協


